
　

次
の
表
は
令
和
６
年
度
の
見
舞

金
等
の
件
数
と
給
付
総
額
で
す
。

グ
ラ
フ
は
直
近
７
年
間
に
お
け
る

負
傷
等
見
舞
金
の
新
規
請
求
件
数

及
び
発
生
状
況
で
す
。
令
和
６
年

度
新
規
災
害
件
数
は
令
和
５
年
度

か
ら
92
件
減
少
し
ま
し

た
。
こ
の
数
は
、
コ
ロ
ナ

前
２
年
間
の
年
平
均
よ
り

３
３
８
件
下
回
り
ま
す
。

生
徒
数
の
減
少
も
要
因
の

　

当
法
人
は
、
昭
和
52
年
に
創
立
し
た
「
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
災
害
共

済
会
」
を
前
身
と
し
、
①
学
校
管
理
下
に
お
け
る
事
故
に
対
す
る
見
舞
金

の
給
付
、②
学
校
安
全
の
普
及
と
充
実
、③
修
学
奨
励
金
の
給
付
、を
行
っ

て
い
ま
す
。
詳
細
は
当
法
人
の
Ｈ
Ｐ
、
ま
た
は
、『
令
和
８
年
度
版 

安
全

振
興
会
の
ご
案
内
』
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
部
活

動
に
お
け
る
災
害
が
50
件
以
上
減

少
し
て
お
り
、
生
徒
や
指
導
さ
れ

る
先
生
方
に
よ
る
事
故
対
策
の
成

果
が
出
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今

後
の
動
向
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

見
舞
金
等
の
給
付
状
況

見
舞
金
等
の
給
付
状
況

　

次
は
令
和
６
年
度
の
負
傷
の
内

訳
件
数
表
で
す
。
ケ
ガ
で
一
番
多
い

の
が
骨
折
、
二
番
目
が
膝
靱
帯
損

傷
と
い
う
順
位
と
比
率
は
例
年
ほ

と
ん
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
膝
靱
帯

損
傷
の
継
続
請
求
件
数
が
多
い
の

は
、
治
療
が
長
期
間
に
わ
た
る
た

め
で
す
。
表
に
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

種
目
別
に
内
訳
の
割
合
を
調
べ
ま

す
と
、
部
活
動
で
は
グ
ラ
ン
ド
種
目

は
骨
折
が
多
く
、
体
育
館
種
目
は

靱
帯
損
傷
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

授
業
や
学
校
行
事
で
は
球
技
種
目

で
の
指
の
骨
折
が
目
立
ち
ま
し
た
。

　

応
募
数
は
１
４
５
点
（
15
校
）

で
し
た
。最
優
秀
賞
の
２
点
を
原

画
と
し
て
『
安
全
推
進
月
間
』と

『
作
文
募
集
』の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成

し
、『
安
全
推
進
月
間
』の
ポ
ス

タ
ー
は
令
和
７
年
10
月
に
全
校
に

配
付
し
ま
し
た
。『
作
文
募
集
』の

ポ
ス
タ
ー
は
令
和
８
年
５
月
に
全

校
に
配
付
し
ま
す
。（
以
下
、敬
称

略
）

最
優
秀
賞
（
２
名
）

〔
安
全
推
進
月
間
〕

中
島
采
七
（
市
立
横
須
賀
総
合
）

〔
作
文
募
集
〕

𠮷
岡
志
織
（
市
立
横
須
賀
総
合
）

優
秀
賞
（
10
名
）

横
山
莉
緒
（
神
奈
川
総
合
）、臼
井

彩
華
（
白
山
）、𠮷
住
瑠
夏
（
上
矢

部
）、服
部
桜
（
茅
ケ
崎
）、岡
澤
采

里
、疋
田
隆
喜
、青
石
純
和
、中
村

優
那
、中
島
桜
（
以
上
、市
立
横
須

　

令
和
８
年
度
の
会
費
年
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。
内
訳
を
若
干
変

更
し
ま
し
た
が
、
合
計
額
は
変
更

あ
り
ま
せ
ん
。

会費額

学校・
課程

会 費 内 訳
合計純

掛
金

付
加
共
済

掛
金

一
般
会
費

高等学校（※）

全日制 690 390 120 1,200

定時制 345 195 60 600
通信制 104 58 18 180

中等教育学校 690 390 120 1,200

内訳 新規 継続 合計
骨 折 590 141 731
捻 挫 106 12 118
脱 臼 66 20 86
打 撲 70 7 77
外 傷 52 2 54
膝 内 障 17 3 20
歯 牙 破 折 40 3 43
アキレス腱断裂 8 9 17
半 月 板 損 傷 36 26 62
膝 靱 帯 損 傷 129 126 255
足関節靭帯損傷 101 9 110
ヘ ル ニ ア 71 13 84
そ の 他 34 5 39
合 計 1,320 376 1,696

（単位：円）

（※）�「高等学校」には特別支援学校高
等部を含む。

 

応
募
数
は
２
７
９
点
（
13
校
）

で
し
た
。
最
優
秀
賞
２
点
を
『
令

和
８
年
度
版 

安
全
振
興
会
の
ご

案
内
』
に
掲
載
し
ま
し
た
。

 

ま
た
、
第
63
回
神
奈
川
県
立
高

等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
大
会
で
本

人
に
よ
る
朗
読
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
以
下
、
敬
称
略
）

最
優
秀
賞
（
２
名
）

米
山
太
一
（
中
央
農
業
）

「
食
と
い
う
生
き
る
力
」

西
村
真
海
（
横
浜
平
沼
）

「
助
け
合
い
の
輪
」
を
広
げ
て

優
秀
賞
（
７
名
）

佐
藤
杏
菜
（
横
浜
平
沼
）、
坂
本

明
（
麻
生
総
合
）、
小
須
田
充
、

鈴
木
碧
、
高
橋
こ
こ
ろ
、
長
谷
川

涼
（
以
上
、
相
模
原
弥
栄
）、
梅

宮
將
志
（
神
奈
川
工
業
（
定
））

佳
作
（
31
名
）

袋
井
淳
音
（
希
望
ケ
丘
）、
篠
﨑

千
夏
（
旭
）、
飯
田
真
美
、
ス
ミ

ス
リ
ハ
ナ
、
塚
原
珠
生
、
中
島
星

汰
、
堀
添
心
結
（
以
上
、
麻
生
総

合
）、
新
井
美
月
、
遠
藤
陵
久
、

大
倉
愛
、
柴
田
菫
、
中
澤
優
凛
、

橋
本
凌
矢
（
以
上
、
菅
）、
高
野

大
翔
（
吉
田
島
）、
衞
藤
栖
、
大

山
尚
悟
、
衹
園
七
海
、
菊
地
芽
依
、

草
薙
輝
弥
、
柴
田
真
綾
、
妹
尾
夏

令和６年度負傷等内訳表 （件数）

令和６年度見舞金等の件数と給付金額
件数（件） 金額（円）

死亡見舞金 0 0
障害見舞金 7 4,630,000
負傷等見舞金 1,696 69,233,100
歯牙欠損見舞金 0 0
義歯見舞金 9 700,000
供花料 13 1,300,000
合計 1,725 75,863,100

テ
ー
マ

テ
ー
マ
は
、
は
、「
安
全
」

「
安
全
」
ま
た
は

ま
た
は
「
健
康
」

「
健
康
」

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

𠮷岡志織さん
（市立横須賀総合）

中島采七さん
（市立横須賀総合）

負
傷
の
内
訳

負
傷
の
内
訳

令
和
令
和
88
年
度
会
費
額
の
変
更
な
し

年
度
会
費
額
の
変
更
な
し

帆
、
髙
橋
蓮
、
冨
田
花
娘
、
中
根

真
央
、
中
野
垂
シ
ャ
ワ
ー
ル
、
中

野
玲
架
、
波
形
有
菜
、
古
屋
志
華
、

本
城
優
志
、
村
島
温
人
（
以
上
、

相
模
原
弥
栄
）、
三
枝
心
月
（
厚

木
清
南
（
定
））

米山太一さん
（中央農業）

西村真海さん
（横浜平沼）
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その他授業

体育授業

（件数）

H30 R01 R02 R03 R04 R05 R06

1,656 1,661

1,266
1,416 1,412

1,335 1,320

年度別負傷等見舞金の新規請求件数と発生状況

賀
総
合
）、宮
本
虹
瑚
（
横
浜
隼
人
）

佳
作
（
11
名
）

吉
原
芙
胡
（
神
奈
川
総
合
）、菊
地

絢
千
（
白
山
）、鈴
木
美
華
（
茅
ケ

崎
）、竹
田
杜
杏
夏
（
鶴
嶺
）、南
藤

里
涼
、竹
内
晴
夏
、山
浦
向
葵
、五

十
嵐
凛
花
（
以
上
、市
立
横
須
賀

総
合
）、平
川
心
遥
、渡
部
栞
奈
、松

尾
茜
（
以
上
、横
浜
隼
人
）
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